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2008年5月9日《No.1979》
【憲法改悪阻止闘争ニュース　No.40】

いまこそ改憲を許さない世論を大きく広げて！
「９の日」宣伝・署名行動を新橋駅前で実施
国公労連は５月９日、東京・JR新橋駅前ＳＬ広場で「９の日」宣伝行動を行い、共同センターの憲法リーフを配布しながら、「９条改憲反対署名」への協力を呼びかけました。道行くサラリーマンや市民の反応は非常によく、憲法署名も約40筆あつめることができ、参加者からは「世論の変化を肌で感じた」という声があがりました。
行動には国公労連本部と各単組本部から約20人が参加しています。

■「国民の権利を防衛費が剥奪」―主権者の声を届け、税金の使い方を変えよう
冒頭マイクを握ったのは、全国の国税局、税務署の職員で組織する労働組合、全国税の書記長。昨日の朝日新聞に掲載された「国民の権利を防衛費が剥奪」と題した長崎市の主婦の声を紹介し、「全国税は国民の立場にたった税務行政を研究・追究しています。国の予算の６％を占める防衛費は約５兆円にものぼります。防衛費だけではなく、1978年以来ずっと続いている米軍のための『思いやり予算』は、現在年間2,000億円以上がつぎこまれています。アメリカにお金を払いながら、日本人は見殺しにされていく…。今こそ税金の配分先をしかと見届け、本当に使ってもらいたいものは何か、どこか、主権者の声を届ける時です。国民のみなさんとともに、税金の使い方を変えていく運動をすすめ、日本国憲法の理念を実現しましょう」と訴えました。
■国民の願いに応える公的年金制度つくろう！―憲法25条と９条を一体で
厚生労働省の旧厚生省、社会保障行政にたずさわっている職員でつくる労働組合、全厚生副委員長は、「４月から後期高齢者医療制度が実施され、国民の怒りの声がわき上がっています。憲法25条にもとづき、安心・安全の社会保障行政を充実すべき国が、それとは逆行するような事態をすすめています。深刻な年金制度の空洞化を根本的に解決するためには、憲法25条の理念を生かす『最低保障年金制度』の確立が大切です。その財源は、社会保障を否定する消費税大増税ではなく、税金の集め方、使い方を公正にすることです。憲法25条と、平和を願う９条は、まさに兄弟のように結びつき、輝いています。この国ののすみずみに、憲法を定着させていきましょう」と呼びかけました。
■全医労と全港建の仲間から力強い訴え！
続いて、医療労働者で組織する全日本国立医療労働組合（全医労）の仲間は、「医療の現場では医師と看護師不足が問題になっています。政府は軍事費を削り、国民のために医療や福祉にもっとお金を使って欲しい。医療や福祉の充実した暮らし、人間として当たり前の生活を送るためにも、私たちはアメリカ言いなりの自公政権にNO！の声を上げていかなければならないのではないでしょうか」と、国民の命と健康を守る医療労働者の立場から語りました。
最後に、国土交通省の地方整備局（港湾・空港関連部門）などで働く労働組合、全港建委員長から「名古屋高裁の判決は、航空自衛隊のイラク派兵について、『違憲』であると認め、憲法９条の生命力を示した画期的な判決です。田母神俊雄航空幕僚長は「そんなの関係ねえ」と、高村外相も「暇になったら読んでみる」などと発言し、判決を無視・やゆする態度をとっていますが、公務員は、日本国憲法を尊重・擁護し、司法判断を尊重しなければならず、断じて許すことはできません。私たちは９条、25条を生かして、基本的人権を実現し、国民生活のための行政をすすめていきます」と力強く訴えました。
「生かそう憲法、輝け９条」幅広い共同を広げよう
「２００８年５・３憲法集会」に4,300人
憲法施行61周年の５月３日、日比谷公会堂では８回目となった「2008年５・３憲法集会」がひらかれ、小雨の中にも関わらず4,300人が参加しました。会場に入りきれなかった人たちは、場外のオーロラビジョンを幾重にも取り囲み、場内・外が一体となって各界からのスピーチに拍手をおくりました。

　最初に登壇した湯川れい子さん（音楽評論家・作詞家）は、「絵と音楽が好きだった18歳年上の兄は、大学を出た後『赤紙』がきてフィリピンで死んでいる。夫と長男を亡くした母は、それでも涙を見せませんでした。それが教育でした。私は銃で人間同士が殺しあうことは悲しく恥ずかしいことと、泣いてわめける女でありあたい」と話されました。

　アン・ライトさん（元米陸軍大佐・外交官）は、「憲法９条をもつ日本は平和な世界のモデル、９条を世界に広げましょう」と呼びかけました。

■志位、福島両党首が憲法を守るたたかいの発展を訴える
　日本共産党の志位和夫委員長は、「この１年、草の根の運動が世論を変え、憲法をめぐる情勢が前向きに変化してきた。名古屋高裁の判決は、政府がつくった土俵上でもイラク派兵は『憲法違反』と断罪した。ここには憲法９条のもつ奥深い生命力が示されている。憲法を生かすたたかいにとりくみ、憲法の素晴らしさをゆるぎない国民的多数派にしよう」と述べました。

　社民党の福島瑞穂党首は、「働く者の４人に１人が年収200万円以下の人たち。正社員は死ぬほど働かせられ、非正規労働者は生存権まで脅かされており、『憲法２５条を守れ』と立ち上がった若者など、ここ数年の国民の力を実感する。人間を尊重する幸福の社会をつくりましょう」と呼びかけました。
■雨あがりの銀座をパレード

　集会後、志位、福島両党首を先頭に、横断幕や風船を掲げ、太鼓を叩きながら銀座を通り東京駅手前の鍛冶橋までパレードを行いました。沿道からは「憲法９条をまもろう！」と呼びかける隊列に手を振る人、拍手をする人など激励が相次ぎました。
憲法９条の心を世界中に発信
９条世界会議　成功裡に終わる！

５月４日から６日まで、３日間開催された「９条世界会議」は、日本国憲法９条の素晴らしさを再確認し、「地球上から武器や戦争をなくそう」と、９条の心を世界中に発信する素晴らしいイベントとなりました。

■みるみるうちに埋まる座席、内外に１万５千人

　４日の会場・幕張イベントホールは、開場後まもなく満席になり、その後も続々と訪れる参加者は、会場の外に長蛇の列となり、３千人以上の方々が会場に入れませんでした。

　日本実行委員会代表の吉岡達也氏、アニファ・メーズイ氏（アルジェリア・国際経済社会理事）が開会の言葉と挨拶をした後、マグワイアさん（北アイルランド・ノーベル平和賞受賞者）、ワイスさん（アメリカ・国際平和ビューロー）の基調講演がありました。

　マグワイアさんは、「日本の平和憲法は、世界中の人々に希望を与えつづけてきた」と述べ、ワイスさんは、「環境や経済面からもこの地球上から戦争をなくそう」と訴えました。

　実行委員会共同代表の池田香代子さんは、９の字を染め抜いたカラフルなワンピースで登壇、イラク派兵を憲法９条違反と断じた名古屋高裁判決を原告の一人として法廷で聞いた感動を述べ会場から大きな拍手を受けました。

　最後に、「ねがい」が池辺晋一郎氏（作曲家）の指揮で各国の言葉で高らかに歌われ、つづいてベートーヴェンの「第九」第四楽章が、弁護士と市民合唱団の共同で歌い上げられ、参加者に大きな感動を与えてくれました。
　「９条世界会議」は、５日には各種分科会が開かれ、６日までの３日間にのべ２万２千人が参加。　幕張以外にも大阪で８千人、仙台で２千５百人、広島千２百人が参加しました。

また、海外から31ケ国150人が参加し、「９条守れ、生かせ」の声を日本各地から世界に発信しました。（「憲法改悪に反対する東京共同センター」憲法ニュース５月８日号より転載）
【情勢と運動を知りたい方は】
憲法改悪反対共同センター
http://www.kyodo-center.jp/
「九条の会」メールマガジン申し込みは　http://www.9-jo.jp/
▼　さまざまなとりくみ（行動や学習会など）のメール通信やＦＡＸをお寄せください
以　上
国公労連速報
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